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会長挨拶

　東日本大震災を経験し，早や四年が過ぎようとしています。今年１月からスタートした「家族の絆プ

ロジェクト」は，被災者への支援の気持ちとその経験をもとに開始された我々歯科関係者が唯一できる

事業です。この取り組みの長い積み重ねは，いつか必ず何かの形で人々のお役に立てるものであろうと

考えています。

　閑話休題，私には人生の師と仰がせて頂いている先生が二人います。研究者の師であるＭ先生と臨床

の師であるＨ先生です。世の中にはノーベル賞を頂く様なすばらしい研究者もいれば，残念ながらＳＴ

ＡＰ細胞の問題を起こすような研究者もいます。後者の場合，良い業績を残すために，先を越されたく

ないというプレッシャーから不確かなデータで論文を出してしまったのが原因であろうと私は考えてい

ます。しかし，研究というものは本来苦しさの中から新たな発見をし，それが楽しいものになっていか

なければなりません。そしてそれは信頼性のある確かなものでなければなりません。研究者の師である

Ｍ先生の口ぐせは『生活に貧すれば，良い研究はできません』と『家族を大切にしなさい』の２つでし

た。先生は医局員全員の出張先を探す努力をして下さいました。又，結婚や出産の際には，素敵なプレ

ゼントを贈ってくださいました。臨床の師であるＨ先生には，臨床でつまづいた時に相談に乗って頂い

たり，医院の経営に関する問題にも色々なアドバイスを下さいました。お２人の先生方には，今も心よ

り感謝しています。

　「犬も歩けば棒に当たる」ではありませんが，人生の様々な巡り合いの中から，師と仰ぐ人を見付け

出せれば，人はより幸いに歩いていけるのではないでしょうか。

　我  が  師

　　　　　  一般社団法人 御津歯科医師会

　　　　　　　　 　会　長　磯　島　　  修



ー 2 ー

J. ODA  vol.817     ’15-2

岡山県歯科医師会会長予備選挙のお知らせ

選挙管理委員会委員長　萩　原　和　繁

　岡山県歯科医師会会長予備選挙が実施される年となりました。選挙管理委員会では準備を着々と整

えており，その概要をお知らせ致します。

１．会長選挙日について

　　　・投　票　日 平成27年５月24日㈰
　　　・投 票 時 間 午前10時～午後５時まで

　　　・選挙公示日 ４月28日㈫

　　　・立候補の受付 ４月28日㈫～５月１日㈮ の３日間（祝日を除く）

　　　・届 出 場 所 本会事務局内選挙管理委員会（午前10時より午後５時まで受付）

　　　・選 挙 運 動 ５月10日㈰～５月23日㈯ まで

２．投票区及び投票場所について

（人数は平成26年12月31日現在）

３．立候補を希望される方は

　４月20日㈪～４月24日㈮（午前10時～午後５時まで）に必要書類をお渡ししますので本会事務局

まで，ご本人または選挙事務長がお越し下さい。

詳細は「岡歯会報」３月号　にてお知らせ致します。

投票区 投票所 対象支部 人数合計

１ 岡山市
（本会会館）

岡山市　御津　玉野市　瀬戸内市　
赤磐　　和気 511

２ 津山市
（津山歯科医療センター） 津山　勝・英　真庭 109

３ 総社市
（吉備医師会館） 吉備　小田　井原　高梁　新見 102

４ 倉敷市
（倉敷歯科医師会館） 倉敷　児島　玉島　都窪　浅口　笠岡市 300

計 1,022
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会長予備選挙に立候補希望の方に

１．立候補出来るのは　入会を承認された月の翌月を経過された正会員。

２．立候補に必要な書類に関しては

　　　①候補届出書

　　　②立候補趣意書（選挙公報に掲載予定）

　　　③推薦者（選挙権を有する会員）10名以上20名以内

　　　④選挙責任者の選任届

　　　　　推薦者の中から１名の方を選挙責任者（選挙事務長）として選任して下さい。

　　　　　選挙責任者は開票時の開票立会人も兼ねます。

　　　⑤立候補者の写真（選挙公報掲載用）

　　　⑥お渡し期間は　４月20日㈪～ 24日㈮

　　　⑦お渡し場所は　本会事務局内選挙管理委員会で期間中の午前10時～午後５時です。

　　　⑧書類の説明は

お渡しの際に選挙管理委員より書類について説明しますので立候補者または選挙責任

者が御来会下さい。

３．立候補届

　４月28日㈫～５月１日㈮の３日間（祝日を除く），受付時間は午前10時～午後５時まで，本会事

務局内選挙管理委員会に御提出下さい。

４．選挙運動

　　　５月10日㈰～５月23日㈯までの14日間。選挙規則第12条，13条を遵守して下さい。

５．立候補の辞退　

　特別な理由により辞退する時は，５月16日㈯午後５時までに選挙管理委員会へ辞退届を御提出下

さい。それ以後は認められません。

６．立会演説会の開催

　候補者または選挙責任者と選挙管理委員会，投票区選挙長等が協議し，日時，場所，演説者等を

決定，各投票区において１回開催する。

７．個人演説会の開催

　　　個人演説会開催届出書を提出して下さい。開催回数は問いません。

８．文書の配布

　　　候補者が選挙権者に配布する文書は事前に選挙管理委員会へ届け出て下さい。
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９．選挙公報

　　　選挙期間中に発行します。

10．選挙運動の制限及び禁止事項

　候補者及びその応援運動をする方は，あくまで歯科医師としての自覚のもとに紳士的に正々堂々

と選挙運動を行って下さい。

11．開票立会人

　開票立会人は開票事務終了後，公正な開票事務であったか否かを確認し，署名捺印して頂きま

す。

12．当選の決定

　　　有効最多数を得た候補者が当選者となります。得票同数の場合は「くじ引き」で決定します。

13．候補者が定員を超えない場合

　届出期限終了後，選挙管理委員会を開催し，その候補者の届出に不備がない事を認めた時点で決

定します。

14．当選の辞退

　相当な理由がなければ辞退する事は出来ません。また，当選の通知を受けてより５日以内に申し

出なければ辞退は出来ません。

　選挙により当選が決定した方が当選を辞退した場合の繰り上げ当選は認めておりません。

　以上，立候補に関する概略について列記しましたが，選挙規則を遵守し，公正な選挙活動をして戴く

ようお願い致します。

選挙管理委員会委員長　萩　原　和　繁
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　「家族の絆プロジェクト」何卒よろしくお願いし

ます。

　自分たちの職業，生業を通じ県民に社会に役立ち

たい。貢献したい。1,100会員，全ての先生方の奥深

い所にある思い，志を呼び起こし，集積し，そして

具現化し，社会に向け発信する。職能団体としての

大きな使命と考えています。

　社会には十二分に認知されていない会員の先生方

の可能性を社会に示し浸透，定着させる事が社会的

評価の高まりにつながるのではないでしょうか。

　ご理解，ご協力の程，お願い申し上げます。

平成26年度 第67回
平成26年12月４日㈭

18：30～20：54

１．会長挨拶

　児島・岡山各忘年会お世話になりました。「家

族の絆プロジェクト」については，概ね賛意を頂

いていると感じました。

２．報　　告

　　　各部委員会　２件

 本会関連の研修会・会議等　11件

 連　盟　　　７件

 事務局　　　２件

３．行事予定

　　　本会行事　　　48件

 連盟行事　県歯12件，日歯３件

 学院行事　　　４件

 国保組合　　　３件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

　⑴　総務省ＥＨＲ実証事業 第３回実証部会の開

催と出席依頼について

 黒住副会長　出席

 日　時　12月19日㈮　19：30

 場　所　岡山衛生会館　

　⑵　都道府県地域医療構想（ビジョン）の策定及

び医療計画における都道府県歯科医師会実務

担当者連絡協議会の開催と出席依頼について

 公衆衛生部対応

 日　時　平成27年３月27日㈮　

 　　　　13：00 ～ 17：00

 場　所　歯科医師会館

　⑶　平成27年度各国税局管内税務指導者協議会の

開催依頼について

 医療管理部対応

会　長　酒井　昭則
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　〔検討事項〕

　⑴　本会会館使用申込みについて

 承　認

 日　時　平成27年３月14日㈯

 　　　　17：00 ～ 21：30

 主　催　ＣＬＵＢ．Ｓ

　⑵　「家族の絆プロジェクト」ＴＶ番組（案）に

ついて

５．閉　会　（平岩常務理事）

理事会

今日の視点（南  哲之介）

　「家族の絆プロジェクト」実施に向けての協議が大詰めを迎え，毎回長時間にわたり議論がなされている。

　我々歯科医師は，歯科医療を通じ地域住民の健康増進に寄与することは当然の責務ではあるが，併せて

医療の専門家として，医療を提供できる体制を行政との対話の中で構築していくことが求められている。

「家族の絆プロジェクト」は医療体制の構築ではないが，歯科医師だけが持つ職能を通じ，県民のまさかの

時に社会貢献を果たす事業であり，全国的にも先駆的な取り組みである。

　与えられた歯科医師という職業に誇りを持ち，あってはならない県民の「まさか」に備え，無駄になる

ことを念じながら，全力で取り組みたい。

平成26年度 第68回
平成26年12月11日㈭

18：30～20：57

１．会長挨拶

　月曜日の岡大教授会忘年会，ご苦労様でした。

　参議院職域代表が決まりました。選考委員24名

で１回目の投票，砂川11，高橋７，西村４，笹井

２でしたが，決定には３分の２を必要とするので

決戦投票が上位２名で実施され，18対６で砂川氏

に決定しました。決戦投票での高橋氏６票という

数字に疑問を感じます。何故，１回目の７票から

６票に下がったのか？　こういった事が市ヶ谷へ

の不信感につながるような気がします。

２．報　　告

　　　各部委員会　２件

 本会関連の研修会・会議等　７件

 連　盟　　　６件

 事務局　　　１件

３．行事予定

　　　本会行事　　　43件

 連盟行事　県歯９件，日歯２件

 学院行事　　　３件

 国保組合　　　２件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

　⑴　「健康おかやま21推進会議」及び「岡山県地域・

職域連携推進協議会」の開催と出席依頼につ

いて

 横見理事　出席

 日　時　平成27年１月22日㈭　

 　　　　13：30 ～ 15：30

 場　所　メルパルク岡山

 締　切　平成27年１月９日㈮

　⑵　平成26年度　第20回中規模県歯科医師会連合

会の開催と出席者並びに協議題の提出依頼に

ついて

 酒井会長，大嶋専務　出席
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協議題はマウスガード料金

 日　時　平成27年２月19日㈭

 　　　　16：00 （懇親会　19：00）

 場　所　アルカディア市ヶ谷

 会　費　年会費　10,000円

 締　切　平成27年１月10日㈯

　⑶　岡山県糖尿病医療連携体制検討会議及び岡山

県生活習慣病対策推進会議糖尿病対策専門部

会の同時開催と出席依頼について

 平岩常務理事　出席

 日　時　平成27年３月13日㈮

 　　　　17：00 ～ 19：00

 場　所　岡山大学病院

 締　切　平成27年２月27日㈮

　〔検討事項〕

　⑴　公益財団法人岡山県体育協会新年懇談会の開

催と参加案内について

 保留（黒木理事）

 日　時　平成27年１月26日㈪

 　　　　18：00 ～ 20：00

 場　所　メルパルクＯＫＡＹＡＭＡ

　⑵　へき地勤務医師等医療研修会の開催と参加案

内について

 欠　席

 日　時　平成27年１月31日㈯　15：00

 場　所　サン・ピーチＯＫＡＹＡＭＡ

 ※終了後18：00より「意見交換会」　

 　参加費 2,000円

　⑶　日本歯科医師会より「特定健診・特定保健指

導への歯科関連プログラム導入に向けた意見

交換会～生活歯援プログラムの効果的活用を

考える～」の開催と会員周知依頼と参加案内

について

 公衆衛生部対応

 日　時　平成27年２月１日㈰　

 　　　　10：00 ～ 16：00

 場　所　歯科医師会館　

 定　員　150名（先着順）

 締　切　平成27年１月16日㈮

 ※本会役員・担当委員会委員が出席の場合は

 　１名分の旅費支給あり。

　⑷　国土交通省中国地方整備局岡山河川事務所よ

り「河川占用許可」の更新について

 更　新

 期　間　平成27年４月１日

～平成30年３月31日（３年間）

 締　切　平成27年１月31日㈯

５．閉　会　（西岡常務理事）

今日の視点（東原慶和）

　２日後の地区・本会連絡協議会を前に，今日の理事会のメインは「家族の絆プロジェクト」に関するも

のだった。黒住副会長からスマホ対応ホームページの現況報告の後，登録カードやチャート用紙，ポスタ

ー等の配布資料に関する最終的な説明があり，やっとプロジェクト始動の第一段階を終えたように感じら

れた。

　私の役割は，Oniビジョンを始めとする県内のケーブルＴＶで「家族の絆プロジェクト」を紹介するＴＶ

番組の制作である。やっと企画らしいものを理事会で提示することが出来たが，撮影方法や場所の問題，

その他にもまだクリア出来ていない多くの問題がある。「風化させない」という第一目的，そしてこの事業

が継続的であるという事を十分に考慮し，何年も使える番組を作らなければならないと気を引き締めた。
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平成26年度 第69回
平成26年12月18日㈭

18：30～20：37

１．会長挨拶

　２～３日寒い日が続いていますが，ご自愛くだ

さい。

　小保方氏のＳＴＡＰ細胞はなかったという報道

がありました。女性は見た目で判断してはいけな

いと改めて感じています。

２．報　　告

　　　各部委員会　４件

 本会関連の研修会・会議等　８件

 連　盟　　　５件

 事務局　　　３件

３．行事予定

　　　本会行事　　　42件

 連盟行事　県歯６件　日歯２件

 学院行事　　　２件

 国保組合　　　１件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

　⑴　岡山ヤクルト販売より「平成27年岡山ヤクル

トＹＬ・ＹＢ新年総会」への祝電の協力依頼

について

 承　認

 日　時　平成27年１月７日㈬　14：00

 場　所　岡山県総合福祉会館

 祝　電　１月６日までにお願いします

　⑵　岡山地方裁判所より第13回岡山医療訴訟連絡

協議会の開催と出席依頼について

 藤井副会長　出席

 日　時　平成27年１月28日㈬　16：30

 場　所　岡山地方裁判所

 返　信　12月26日㈮

　⑶　『谷垣禎一の興味津々』出版を祝う会の開催

と出席案内について

 欠　席

 日　時　平成27年２月２日㈪　18：00

 場　所　ホテル椿山荘東京

 返　信　１月15日まで

　⑷　平成26年度第２回岡山県へき地医療支援会議

の開催と出席依頼について

 藤井副会長　出席

 日　時　平成27年２月５日㈭　

 　　　　14：00 ～ 16：00

 場　所　岡山済生会総合病院

 委　員　藤井副会長

　⑸　瀬戸内市歯科医師会より「緩和ケア研修会」

開催に伴う講師派遣依頼について

 公衆衛生部対応（角谷委員長）

 日　時　平成27年２月12日㈭　

 　　　　19：00 ～ 20：30

 場　所　夢トピア

 演　題　「口腔ケアと摂食・嚥下について」

 　　　　（仮題）

　⑹　日本歯科医師会より第２回がん診療医科歯科

連携推進協議会の開催と出席依頼について

 平岩常務理事　出席

 日　時　平成27年２月25日㈬　

 　　　　14：00 ～ 17：00

 場　所　歯科医師会館

 委　員　平岩常務理事

　⑺　日本歯科医師会より平成26年度長寿医療研究

開発費「認知症に係わる医療及び介護従事者

の研修状況の把握と公開に関する研究」認知

症関連研修に関するアンケート協力依頼につ

いて

 公衆衛生部対応

 締　切　平成27年１月16日㈮　正午
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今日の視点（西岡宏樹）

　県下20地区での社保講習会が全て終了致しました。今回も基金・国保両審査委員会及び検討委員会で協

議を重ね，増点につながる項目，算定方法を提示いたしました。新たな算定の流れを日々の保険請求に取

り入れるのには時間を要するかもしれませんが，是非積極的に取り組んでいただきたいと思います。消化

しきれない点がありましたらどんな些細なことでも地区検討委員または社保相談窓口にご質問ください。

社会保険部は対外的な防波堤でありながらも会員にとっては身近な，信頼に足る組織でなくてはならない

と考えております。そういった意味で検討委員には，20地区から委員を選出していることの意義と己の責

務を今一度考え直し，残り６か月ではありますが，澱まないよう姿勢を正し，初心に帰って志を新たにし

ていただきたいと思います。保険のルールに精通することはもちろん大切ではありますが，審査・指導を

はじめとする社保に関する事案において，社会保険部に対する会員の敷居をいかに低くするかという配慮

がそれ以上に必要と考えます。それが社保としての会員益に直接つながります。慣れてしまうこと，澱ん

でしまうこと，さらには奢ってしまうことがいかに至誠に悖る結果を招くものであるか，常に戒めながら

会務に当たって参りたいと思っております。

平成26年度 第70回
平成26年12月25日㈭

19：00～20：30

１．報　　告

　　　各部委員会　６件

 本会関連の研修会・会議等　６件

 学　院　　　２件

 事務局　　　１件

２．行事予定

　　　本会行事　　　37件

 連盟行事　県歯９件，日歯２件

 学院行事　　　２件

 国保組合　　　１件

３．協　　議

〔各種依頼事項〕

　⑴　社会福祉法人 旭川荘より旭川荘療育・医療

センター新棟完成記念式典の挙行と臨席依頼

　⑻　中国四国厚生局岡山事務所より「酸素の購入

価格に関する届出」に関する周知協力依頼に

ついて

 社会保険部対応

 提出期限　平成27年２月16日㈪

　⑼　日本生命より「事務取扱の変更」に関するお

願いについて

 承　認

〔検討事項〕

　⑴　本会会館使用申込みについて

 いずれも承認

 ①日　時　平成27年４月25日㈯　12：00から

 　　　　　　　　　　　26日㈰　17：00まで

 　主　催　岡山市歯科医師会

 ②日　時　平成27年８月22日㈯　10：00から 

　　　　　　　　　　　23日㈰　17：00まで

 　主　催　岡山歯科技工専門学院　

５．閉　会　（東原理事）
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について

 欠　席

 日　時　平成27年２月１日㈰　

 　　　　10：00 ～ 10：40（終了後、施設案内）

 場　所　旭川荘療育・医療センター新棟

 返　信　平成27年１月18日㈰

　⑵　氏家良人教授 退官記念式典・祝賀会の開催

と臨席依頼について

 学術部対応（１名参加）

 日　時　平成27年３月８日㈰　

 場　所　ホテルグランヴィア岡山

 返　信　平成27年１月31日㈯

４．閉　会　（南理事）

　今日の視点（平岩　弘）

　平成26年12月22日に，「地域医療構想策定のための準備会」があり出席しました。

　平成28年度より，医師・歯科医師・薬剤師・看護師・介護支援専門員・その他の積極的関与の下，患者・

利用者の視点に立って，サービス提供体制を構築する医療・介護サービスの提供体制改革が行われること

となりました。今後，保健医療計画策定協議会で協議され，本県の地域医療構想が策定されることとなり

ます。

　この中で我々歯科医師が関与する部分は，それぞれの地域で必要に応じて歯科往診を提供できる人材の

養成・確保と提供体制の確立ではないかと思います。

理事会

(126)(126)(126)

平成26年 
12月 25日 ㈭ ▶健康な生活の秘訣
     「自分の歯を保つ」が3割

︿
略
﹀
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平成27年
１月６日  ㈫ ▶

	 	８日 ㈭ ▶　　　　　　日歯が連絡協議会開催  　　　　　　　　　
     都道府県歯・衛の関係者が出席　　　　　
           　　　

	 	９日 ㈮ ▶日歯会長予備選挙 届出は太田，髙木の両氏  　　　　　　　　　
     2月2日が投票開始，13日に当選決定か

	 	13日 ㈫ ▶

	 	14日 ㈬ ▶天然歯がある高齢者は心身元気  　　　　　　　　　
     英国のUCLの博士らが研究

歯科衛生士の
復職支援対策

マンスリー・デンタル・ニュース・レビュー
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１．報　　告

　⑴　11月新入会員　なし　

　⑵　社会保険部小委員会　11月１日㈯　検討委員会終了後　 河本 班

　⑶　個別指導

　　　　・11月６日㈭　14：00　薬業会館　８医療機関（会員）

　　　　・11月12日㈬　14：00　薬業会館　１医療機関（非会員）

　　　　・12月４日㈭　14：00　薬業会館　８医療機関（会員）

　⑷　支払基金幹事会　11月10日㈪　14：00　酒井 会長

　　　　・平成26年８月診療分

　　　　　　前年同月対比　　支払額　100.9％　　件数　101.0％

　　　　　　前 月 対 比　　支払額　 94.2％　　件数　 98.8％

　　　　・本人　レセプト１件当たりの平均点数

　　　　　　平成26年７月診療　　岡山県　1,316.3点　　全国平均　1,294.7点

　　　　　　平成25年７月診療　　岡山県　1,334.4点　　全国平均　1,312.6点

　　　　　　前 年 同 月 対 比　　岡山県　 98.6％　　全国平均　 98.6％

　　　　・家族　レセプト１件当たりの平均点数

　　　　　　平成26年７月診療　　岡山県　1,067.7点　　全国平均　1,086.8点

　　　　　　平成25年７月診療　　岡山県　1,064.0点　　全国平均　1,091.5点

　　　　　　前 年 同 月 対 比　　岡山県　 100.3％　　全国平均　 99.6％

　⑸　中国地方社会保険医療協議会 岡山部会

　　　11月25日㈫　13：30　西岡常務理事　新規指定医療機関　２医療機関

　⑹　同窓会社保講習会

　　　・岡山県日本歯科大学校友会　11月25日㈫　20：00　第３会議室　半井 検討委員

　　　・大阪歯科大学岡山県同窓会　12月６日㈯　15：30　ホテルグランヴィア岡山　 大塚 検討委員

　⑺　国保審査委員会報告（レセプト１件当たりの平均点数）

　　　　　　平成26年７月診療　　国保　1,361.1点　　後期高齢者　1,556.4点

　　　　　　平成25年７月診療　　国保　1,392.4点　　後期高齢者　1,602.7点

　　　　　　前 年 同 月 対 比　　国保　 97.8％　　後期高齢者　 97.1％

　⑻　社保相談窓口報告

　⑼　そ　の　他

　　 第18回　社会保険部検討委員会報告
平成26年12月13日㈯ 　16：00 ～ 19：00
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２．行事予定

　⑴　2014年11月　地区歯科医師会社保講習会　小田歯科医師会

　　　　　　　　　　　　　平成26年12月16日㈫　19：30　やかげ文化センター　三海 検討委員

　⑵　審査・検討小委員会　平成27年１月10日㈯　15：00　第１会議室

　　　　　　　　　　　　　 ２月14日㈯　15：00　第１会議室

　⑶　第19回　検討委員会　平成27年１月10日㈯　16：00　第３会議室

　　　第20回　検討委員会　 ２月14日㈯　16：00　第３会議室

　⑷　女性歯科医の会 女性のための社保講習会　１月25日㈰　10：00　第３会議室

　　　　　　　　西岡 常務理事，石戸 理事，後藤 委員長，友澤 副委員長，河本 検討委員

　⑸　同窓会社保講習会

　　　　広島大学歯学部同窓会岡山県支部　２月８日㈰　14：30　第３会議室　岡本 検討委員

３．協     議

　⑴　「検討委員会からのお知らせ」について

　⑵　「そこが知りたいＱ＆Ａ」について

　⑶　「2014年11月 地区歯科医師会社保講習会」Ｑ＆Ａについて

　⑷　周術期における口腔機能管理について

　⑸　そ　の　他

社会保険部

「家族の絆プロジェクト」TV記者会見
　平成27年１月22日㈭ 16：00より県歯会館第３会議室に於て，TSCテレビせとうち，

Oniビジョン，RNC西日本放送の３社によるTV記者会見が開催されました。
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第１回岡山県歯科医師会シミュレーションコース（略称：ODS）講習会　後記

　平成26年11月27日㈭ の午後２時45分から岡

山大学医療教育統合開発センターのご協力を

得て150分コースとして，岡山大学医学部構内

のマスカットキューブで標記講習会が行われ，

11名の会員が参加されました。講習の目的は，

患者急変時の対応を院長とスタッフがチーム

として学ぶことで，モニター，緊急薬品の使

い方，救急施設への搬送の判断について人形

を使って実習を行いました。初回ということ

で，今回は院長に体験してもらうこととし，二次救急の知識があるICLS既受講者の会員を対象とさせ

ていただきました。最初の30分間のグループワークでは①「歯科医が緊急時の対応としてどこまでし

ても良いのか」②「薬剤の投与できる範囲」について協議の結果，「静脈確保と気管内挿管は難しく，

薬剤投与の判断には自信がない」との意見が出されました。それに対し講師である岡山大学病院消化管

外科の万代先生から「“患者の容態，処置内容とともにモニターの動向を（スタッフの方が）記録して

おくこと” “バイタルサインをはじめとする一次評価の判定として急変に気づくこと” が大切で，それ

によって生命の危険が迫り，一刻を争うと判断されれば緊急通報をして応急処置を行なうべきで，その

ためにもどのような状況なのかを把握できるよう

トレーニングが重要である」と話されました。実

習に入り，ブース１では，アナフィラキシーと喘

息患者の二つの症例で，聴診の方法から救急搬送

のタイミングまで対処の仕方を解説していただき

ながら学びました。ブース２では，薬剤部の武本

先生により，人形のバイタルサインをみながら薬

剤の投与の方法やタイミングを指導していただ

き，投与後の変化も知ることができました。県歯の緊急薬品６剤を使っての実習なので，今後使用する

際の安心につながると思います。今回の講習会は診療所での急変に対して致命的にならないように，最

初の迅速な対応をスタッフも含めて学ぶというもので，地区でのAEDを使った一次救命（BLS）の救

急蘇生講習会，医療機関での二次救命処置のICLSコース講習会とも関連しています。スキルアップを

計るためにも是非，参加していただきたい講習会です。

（副委員長　岡崎　景）
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皆木教授出張セミナー（赤磐・瀬戸内・和気歯科医師会）後記
　11月29日，長船サービスエリアに於いて岡山大学歯学部

教授 皆木先生を講師にお迎えし，赤磐・瀬戸内・和気の３

地区歯科医師会合同で，出張義歯セミナーを開催しました。

他地区歯科医師会からの参加もあり，60名を超える先生方

に集まって頂き，大盛況に終わりました。「おもしろ噛める

義歯作製，調整のいろは」と題した講演では，困難な顎堤

の義歯を安定させて噛めるようにするポイントを学ぶこと

ができました。また，他のセミナーではなかなか学べない

内容であったので，多くの先生が “目から鱗が落ちる思い”

をされたのではないでしょうか。ただ，１時間半という短い時間だったため，皆木先生の「義歯製作の

ポイント」のほんの一部しか聞けなかったのが残念でした。県歯学術部では，第１回～４回まで予定し

ております。２回目以降も是非受講したいと思いました。セミナー後には皆木先生を交えての懇親会も

催され，直接，さらに詳しい内容をお聞きしたり，質問に答えて頂いたりしました。また，他地区歯科

医師会の先生方との懇親も深まり，有意義な時間を持つことができました。これを機に今後もこの様な

セミナーが開催されることを望みます。

（和気歯科医師会学術委員　平井浩生）

平成26年度岡山県歯科医師会主催
「皆木教授の出張義歯講座」

　第二回（倉敷・都窪・玉野市・児島・吉備・玉島・浅口・笠岡市・小田・井原地区）のご案内

　第二回目として，下記の内容で開催します。他地区の歯科医師会の先生のご参加も歓迎しますが，

会場設営の都合がありますので，ご参加希望の方は，県歯事務局までご連絡をお願いします。

記

　　　日　時　平成27年２月28日㈯　18時30分～ 20時30分

　　　会　場　倉敷歯科医師会館

　　　演　題　「苦手な入れ歯が面白く　―おもしろ噛める作製・調整のいろは―」

　　　講　師　皆木　省吾　教授（岡山大学歯学部　咬合・義歯補綴科）

　　　連絡先　・各地区学術担当委員まで

　　　　　　　・他地区から参加の場合は県歯事務局までお願いします。

　今後の開催予定
　　第三回　４月４日　19：00 ～　真庭リバーサイドホテル（高梁・真庭・新見地区）
　　第四回　５月９日　19：00 ～　津山歯科医療センター（御津・津山・勝英地区）
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平成26年度岡山県歯科保健優良校・園・高等学校歯科保健推進校並びに
岡山県歯科保健図画ポスターコンクール表彰式

　平成26年11月30日㈯，県歯科医師会館５階

大ホールにおいて平成26年度岡山県歯科保健

優良校・園・高等学校歯科保健推進校並びに

岡山県歯科保健図画ポスターコンクール表彰

式が開催されました。

　酒井会長は「口の中の健康が全身の健康に

つながる。この概念を子供たちにお教えいた

だき，歯を大切にして口の中の健康を通して

正しい生活習慣を身につけさせる。継続する

ことでしっかり自制と自律ができ，正しい生活習慣が定着する。子どもたちに心身の健康をしっかり皮

膚感覚で身につけさせ，心身の健康を確立させる。もって次世代を担う基盤として礎となるようにご指

導していただいていることに改めて敬意を表し，お礼を述べたい」と挨拶されました。

　続いて表彰の経過報告が横見理事からありました。ポスターコンクール審査について，県総合教育セ

ンター教科教育部の平田先生から説明があり，「いずれもすばらしい作品であり，審査に苦労した。そ

の中で特に歯の健康の重要性を明確に表現しているか，一生懸命で丁寧に描かれているか，自分らしい

発想・工夫がなされているかを重視して表彰作品を選んだ」とのことでした。表彰の一部を下記に記載

します。

岡山県歯科保健優良校・園・高等学校歯科保健推進校表彰

岡山県歯科保健優良校教育長表彰 岡山県立倉敷天城中学校

岡山県特選歯科保健優良校表彰 赤磐市立山陽西小学校 赤磐市立磐梨小学校
 瀬戸内市立牛窓西小学校 瀬戸内市立行幸小学校
 瀬戸内市立国府小学校 岡山県立岡山操山中学校
 岡山県立東備支援学校

岡山県特別歯科保健優良校表彰 岡山市立伊島小学校 岡山市立京山中学校

岡 山 県 歯 科 保 健 優 良 校 表 彰 岡山市立福渡小学校 真庭市立上水田小学校
 浅口市立鴨方西小学校 吉備中央町立御北小学校
 岡山市立上道中学校 倉敷市立南中学校
 岡山県立岡山西支援学校

岡山県高等学校歯科保健推進校表彰 岡山県立倉敷天城高等学校

岡山県歯科保健優良幼稚園表彰 和気町立和気幼稚園 和気町立藤野幼稚園
 和気町立本荘幼稚園 倉敷市立味野幼稚園 



ー 18 ー

J. ODA  vol.817     ’15-2公衆衛生部

岡山県歯科保健図画ポスターコンクール表彰

新見市立井倉幼稚園　　　　　　　　　　定岡　謙伸

和気町立日笠小学校　　　　　第１学年　淺野　優斗

岡山市立庄内小学校　　　　　第２学年　守谷　めい

新見市立正田小学校　　　　　第３学年　中曽　茉夏

岡山県立岡山聾学校　小学部　第３学年　藤原　紗柚

新見市立田治部小学校　　　　第４学年　𠮷田　治輝

岡山市立芳泉小学校　　　　　第５学年　黒田　萌夏

岡山市立吉備小学校　　　　　第６学年　中川　　瞳

新見市立新見第一中学校　　　第３学年　髙下　海斗

（委員長　恵谷潤三）

「平成26年度訪問歯科研修会」開催報告
　＊日　時：平成26年12月14日㈰　10：00～ 15：00
　＊場　所：岡山県歯科医師会館５階大ホール
　＊テーマ：認知症の人と歯科

　冷たい冬の季節風が吹き荒れたこの日，標記研修会が開催されました。当日は，定刻の午前10時から

酒井会長の挨拶に始まり，３題の講演へと進行しました。

講演Ⅰ 　認知症患者の口腔管理
　　　　　　　　　日本歯科大学　教授　菊谷　  武 先生
　菊谷先生は，平成24年10月にＪＲ東小金井市駅（東京都

のほぼ中央）の目の前にある口腔リハビリテーション多摩

クリニック院長に就任されました。有名なスタジオジブリ

が近くにあるそうです。以来，約3,000人の患者が初診とし

て来院し，口のリハビリを中心に診療をされています。

【講演要旨】

　急性期医療後の回復期には，リハビリを３～６か月間集中的に行った後在宅等に帰されますが，食べ

られなくなった人を支援する仕組みが整っていません。ここに重点を置いた医療を推進しています。経

済的には単年度の収支で利益を確保していますが，そのためには相当な努力が必要です。
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　臨床では患者の68％が高齢者ですが，一方では12歳以下の子供の摂食・嚥下障害も対象としています。

日本では食べることは大きな高齢者の問題ですが，外国では食べることができなくなることは死を意味

しています。しかし，日本人の心情では食べられなくなった人に何とか食べてもらいたい‥と考えられ

ていて，中にはわずか１歳で胃ろう処置をされている人もいます。

　その中で脳血管障害の後遺症も含めると，約40％の人が認知症に関連しています。

　認知症の人は３期のステージに分けられます。初期の段階では記憶障害や見当識障害により日常生活

に問題はみられますが，通常の治療は可能でありこの時期に集中して機能を維持し，対応困難になる時

期に備えるようにします。予後不良を予測できる歯は抜歯処置もやむなしとし，来るべき積極的な治療

が困難になる時期に備えるべきです。次はないと思ってこの機会に可能な限りの治療をしておく必要が

あります。（次回は治療不可能なことが多い）

　歯科は，来院されている患者さんの初期の認知症を発見することのできる重要な医療機関です。例え

ば予約時間を間違うことが多くなる，身なりが急に汚れているとか長く付き合っている歯科医院だから

こそ早期に気がつくことがあります。また，認知症の種類によっては，認知機能障害と運動障害の進行

速度に違いがあり，それを理解することが我々医療者に求められています。

　徐々に運動障害が顕在化する中期には，咀嚼障害の原因は運動障害が首座となり，食形態の維持より

も食事量の維持にその目的を移行せざるを得なくなります。食事量を確保することは，低栄養の予防と

低栄養により引き起こされる様々な感染症の予防になります。

　後期になると寝たきり者も多くなり摂食嚥下障害が重症化します。歯科介入の目的は，誤嚥性肺炎予

防や窒息予防となり口腔ケアや疼痛除去などの緩和的なものになります。

　まとめの中で先生は，「認知症の人の食べることを支えることは生きる力を与え，介護に関わる人にも

力を与えてくれます」と話され，それに関わることのできる職種に就いていることに誇りを感じました。

（委員長　恵谷潤三）

講演Ⅱ　 何とかして口をきれいにしてあげたい　－ある家族の絆－
　　　　　　　　　　　　　岡山県歯科医師会 公衆衛生部副委員長　山本　道代
　午後からは，山本が「あいの里クリニック」で診療を始めてすぐの頃に関わった症例を提示しました。

後にも先にも，静脈内鎮静までして口腔ケアを希望した唯一の家族です。ただ，私たちが知らないだけ

で，実は多くの家族が「何とかしてあげたい」と思いながらも，遠慮して歯科受診できずにいるのかも

しれません。

　認知症の方の反応は様々で，義歯についても全く使えないかというと必ずしもそうではありません。

介護職員から無理でしょうと言われていたグループホームの入所者で，総義歯を何事もなかったかのよ

うに使ってしっかり食事ができるようになったケースもあります。質問をいただきましたが，一般論と

しては，使い慣れたものを極力使う，新しく作るなら咬合採得が可能なうちにということでしょう。あ

とは，反応を見ながら臨機応変に対応すべきです。

（副委員長　山本道代）

公衆衛生部
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講演Ⅲ　認知症を持つ人への口腔ケア　― 患者さんから学んだヒント ―
　　　　　　　　　　香川県　歯科衛生士　本田　里恵 先生

　香川県の歯科衛生士 本田 里恵先生からは，認知症を持つ

人への口腔ケアでの関わり方について，多数の症例を提示

して多くのヒントを与えていただきました。アイコンタク

ト，スキンシップ，ゆっくりめの声での説明など「北風型」

ではなく「太陽型」の対応を基本とし，関わりのある方々

からこれまでの生活歴，好みなどをこと細かく聞き取り，

お互いに一人ひとりの人間としての安心感のある関係作り

を確立していく重要性を教えていただきました。どうして

も口を開けてくれなくて，義歯を外させてくれない方が，お風呂好きという情報を得ると，ぬるま湯に

入れた義歯洗浄剤を温泉に見立て，「お風呂に入るときには，入れ歯も温泉につけてあげようね」と言

って義歯を外させて義歯清掃ができた，といった話など，その方の多くの情報を収集し，アイデアにあ

ふれた対応には大変驚かされました。

　認知症の方への口腔ケアを行うに当たっては，いかに寄り添い，心の内面に目を向け，様々なバック

グラウンドを理解し，安心できる関係作りが何より大切であり，十人十色の口腔ケアを行うには，十人

十色の対応が必要となってきます。

（委員長　角谷真一）

 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　昼の休憩を挟んでの長丁場の研修会も，黒住副会長の閉会により全日程を終了しました。年末のご多

用の中でのご参加に，心より感謝申し上げます。

　岡山県歯科医師会公衆衛生部では，認知症の人の診療に際しては認知症自体を知ることが重要との共

通認識のもとに，平成26年度は以下の活動を企画しています。

　①認知症をテーマにした研修会の開催

　②認知症マニュアル（ガイドブック）の作成

　③グループホームでの実態調査

　今後も，様々な情報を発信しながら先生方と情報を共有し，認知症への理解をより深めたいと考えて

います。

（理事　横見由貴夫）

公衆衛生部
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摂食・嚥下リハビリテーション従事者研修会　初級コース（第11回）
開催のお知らせ

　急速な高齢化や社会ニーズの変化に伴い，摂食・嚥下リハビリテーションへの関心が大きな高まりを

見せていることを背景に，平成27年度も標記研修会を開催する運びとなりました。奮ってご参加くださ

いますよう，ご案内申し上げます。

記

＊主　　催　：　岡山大学，岡山県歯科医師会，岡山市内歯科医師会連合会，岡山県歯科衛生士会

＊実施機関　：　岡山大学病院　スペシャルニーズ歯科センター，咬合・義歯補綴科

＊実施会場　：　岡山大学医学部　臨床第一講義室（予定）　詳細はホームページを参照

＊日　　程　：　平成27年４月15日～７月29日（全９回）　

　　　　　　　　　　　19時30分～ 21時　（初回のみ19時～ 21時）

＊定　　員　：　200名

＊講義内容及び日程

　①４/15　総論 （初回のみ19：00開始）　　 平岡　　崇 先生（川崎医科大学）

 皆木　省吾 先生（岡山大学病院）

　②４/22　摂食・嚥下障害と評価 村田　尚道 先生（岡山大学病院）

　③５/13　摂食・嚥下リハビリテーションの実際　　 前川　享子 先生（岡山大学病院）

　④５/27　脳血管疾患，神経・筋疾患と摂食・嚥下障害 出口健太郎 先生（岡山大学病院）

　⑤６/３　口腔ケア 松尾　敬子 先生（岡山医療センター歯科）

　⑥６/17　 栄養の考え方 森光　　大 先生（あいの里クリニック）

　⑦７/１　食環境・ポジショニング 舟木美砂子 先生（アイ・ソネックス（株））

　⑧７/15　リスク管理・胃瘻 梶谷　伸顕 先生（岡山療護センター）　　

　⑨７/29　訪問歯科における摂食・嚥下リハの実際 村内　光一 先生（尼崎開業）　

＊受講費

　県歯会員：無料（過去に受講歴がある会員は，4,500円の受講費が必要です）

　岡山県歯科衛生士会会員，県歯会員の医院に勤務する歯科衛生士：3,000円 

　その他　：4,500円

＊お申し込み：スペシャルニーズ歯科センターHP（下記）より申込書をダウンロードし，氏名，ふり

がな，職業，住所，電話番号，メールアドレスを明記し，３月31日までに下記までお送りください。

　　送付・お問い合わせ先：岡山大学病院　スペシャルニーズ歯科センター　 担当 ：村田・孫田 
　　　　　　　　　　　　　〒700-8558  岡山市北区鹿田町2-5-1
　　　　　　　　　　　　　Tel & Fax： 086-235-6823 （医局）
　　　　　　　　　　　　　E-mail： pimq5049@okayama-u.ac.jp （孫田）

申請書，会場地図は，スペシャルニーズ歯科センターホームページ
http：//www.okayama-u.ac.jp/user/special/　をご覧下さい。
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　歯科の世界はこんなに面白い　パートⅡ

　「ふしぎ・ふしぎ　噛むことと健康」
　「歯科の世界はこんなに面白い」と題したスタッフレベルアップ研修

会が，４月13日の第一回に引き続き11月30日㈰に，本会会館５階大ホー

ルにおいて開催されました。講師には，国立モンゴル医科大学客員教

授　岡崎好秀先生をお迎えし，65医療機関，計112名の熱心な会員やデ

ンタルスタッフが参加されました。

　岡崎先生は，岡山大学病院小児歯科で長年勤務され，障がいを持つ

子供を中心に診療してこられました。子供を笑顔で帰すことに努めら

れ「子供の心に貯金をする」という理念を大切にしておられます。また，

動物の歯にも造詣が深く，日本全国の動物園や水族館へも往診に出か

けるというユニークな活動もされています。また，数多くの著書を出版される傍ら，全国を講演活動で

回られていて，しかもどの会場も満員という大変人気のある先生です。

　４月に行われた第一回の研修会では，２時間という時間があっという間に過ぎてしまい，もっと聞き

たいという参加者の要望に応えての第二回研修会となりました。今回のテーマは，「ふしぎ・ふしぎ　

噛むことと健康」と題して，噛むということに視点をあてた内容になりました。

　江戸時代の貝原益軒の「養生訓」に書かれていた歯にまつわる健康の話から始まりました。「朝，ぬ

るま湯で口をすすぎ，塩で歯ぐきを磨き，お湯で20 ～ 30回口をすすぐ。このお湯をこしたものが，あ

る薬になる」というクイズが出題され，参加者一同頭を悩ませ，考え，そして解答を聞いて妙に納得す

るという「おもしろクイズ」の繰り返しで，岡崎ワールドへ引き込まれていきました。

　我々歯科医療従事者が知っておかなければならない唾液の果たす役割についても，とてもわかりやす

く説明がありました。また，今回は食育についての話もたくさんありました。学校給食のメニューに

は，栄養学的考慮はあるものの食育という概念，特に噛むことに対しての考慮が足りないという話がと

ても印象に残りました。子供たちの成長発育に大きな役割を果たす学校給食に歯科医師等の専門家の参

加が必要なことを実感しました。この他にも小さな子供への食事指導，健康長寿のお年寄りの話，動物

の歯の話等，次から次へと途切れることのない内容で気が付けばあっという間の2時間でした。岡崎先

生の自分の仕事と趣味を一致させ，「心の底か

ら仕事を楽しむ」という姿勢が伝わるとても

楽しい研修会となりました。

　我々歯科医療従事者のみならず，一般の人，

特に小さな子供を持つお母さんに聞いてほし

い内容で，子育てのためのヒントが山盛りで，

明日からすぐに実行できることが多い，大変

有意義なセミナーとなりました。

（医療管理部　宇治郷  好彦）
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確定申告の所得控除をお忘れではないですか？
　個人事業主の場合，確定申告を行って所得を確定させ，所得税を納めなければなりませんが，納める

所得税は出来るだけ安くしたいものです。

　そこで，課税所得を抑える為に活用したいのが所得控除です。控除項目や内容は改正されることもあ

るので，確認してみましょう。

　基礎控除，社会保険料控除，配偶者控除，扶養控除，青色申告控除，専従者控除などは，毎年のこと

ですが，以下のものについても漏れがないか再度ご確認ください！

　顧問税理士とよく相談して，税金を払いすぎないように，確定申告をしましょう！

医療管理ニュース  Vol.44

医療管理部

マイホームの取得や
増改築などしたとき

住宅借入金等特別控除，
住宅ローン等を利用しない場合であっても住宅耐震改修特別控除，
住宅特定改修特別税額控除及び認定（長期優良）住宅新築等特別税
額控除の適用を受けることができます。

災害や盗難などで資産に損
害を受けたとき

障がい者控除

医療費控除

政治献金と寄附金控除

小規模企業共済等掛金控除

生命保険料控除

地震保険料控除

（歯科医師）国民年金基金
の掛金

災害又は盗難若しくは横領によって，資産について損害を受けた場
合には，雑損控除の適応になります。

納税者自身又は控除対象配偶者や扶養親族が所得税法上の障がい者
に当てはまる場合。

納税者が，自己又は自己と生計を一にする配偶者やその他の親族の
ために支払った合計 10 万円以上の医療費。

納税者が国や地方公共団体，特定公益増進法人などに対し，寄附金
を支出した場合や政治献金をした場合。

控除できる金額はその年に支払った掛金の全額です。
専従者（共同経営者）も加入することができます。

生命保険料，介護医療保険料及び個人年金保険料を支払った場合。

特定の損害保険契約等に係る地震等損害部分の保険料や掛金を支払
った場合。

社会保険料控除に含まれますが，実際に支払った金額の全額です。
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　岡山市歯科医師会

「第28回カブトガニ駅伝大会」に出場しました！

　暮れも押し詰まった12月21日㈰，岡山県笠岡市で開催された「第28回カブトガニ駅伝大会」に岡山市

歯科医師会理事有志で参加しました。きっかけは大会約１か月半前，熊代専務の発案で半ば強制参加？

となりました。カブトガニ駅伝は今回で28回も続いている歴史ある大会で，約80チームに及ぶ参加チー

ムの中には社会人陸上部・大学陸上部・地元の中・高の陸上部などの本気チームが多く顔をそろえてい

ます。それに対して私たちのチーム「歯ッピーちゃん組」のメンバーは日々テニスやフットサルなどで

日常的に汗を流している生粋のスポーツマンから，運動らしいこととは一切無縁で近所のコンビニまで

でも小走りすると息切れする私のような者まで実力は様々…。しかし，出ると決まった以上は自分たち

なりにできるだけの準備を行い，とにかく「必ず襷を繋いで完走する！」との思いを一つに，そこから

は各自退路を断ち，自主練習と毎週日曜日の早朝に運動公園に集合し全体練習を行い本番に臨みました。

　当日は，前日の雨も上がり快晴の絶好の駅伝日和となりました。県歯の酒井昭則会長がお忙しい中，

早朝より応援に駆けつけて下さいました。この場をお借りしてお礼申し上げます。勇気をいただきまし

た。本当にありがとうございました。今回のために作成したお揃いのTシャツ（岡山市歯科医師会キャ

ラクターの歯ッピーちゃん入りデザイン）を身にまとい，第一走者の岡崎理事から，大村副会長→居樹

理事→熊代専務→私（横山）→太田理事，そしてアンカーの壺内会長まで途切れることなく襷が繋がり，

無事完走しました！駅伝競走なので試合結果は，社会人成人男子の部40チーム中40位の最下位でした

が，各自設定した目標タイムも全員クリアでき満足のいく結果でした。後の打ち上げのお酒が格別に美

味しかったことは言うまでもありません！

　短い準備期間で，しかも忘年会シーズンの年末に気持ちを一つに取り組み，誰一人として怪我もなく

充実の達成感を味わうことができました。また，残り半年になった壺内執行部の絆がより深まった実感

があります。残りの任期，私も会務を頑張りたいと思います。最後になりましたが，当日サポートいた

だいた田頭副会長，大島理事，相坂理事，またご支援いただいたその他の理事の先生方，諸先生方にお

礼申し上げます。

（モニター　横山尚史）

地区歯科医師会だより
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　津山歯科医師会

平成27年新年互礼会
　津山歯科医師会は，平成27年１月８日津山鶴山ホテルに於いて新年互礼会を開催いたしました。

　本年も岡山県歯科医師会からは酒井昭則会長はじめ執行部の全先生方，岡山県歯科医師連盟からも西

田宣可会長はじめ多数の先生にご出席いただきました。

　津山歯科医師会村上会長から長嶋茂雄

さんが不屈の精神でリハビリに取り組み

再度立派にグラウンドに立った話を交え

ての力強い新年の挨拶があり，岡山県歯

科医師会酒井会長からは「家族の絆プロ

ジェクト」に対する熱い思いが伝わるご

祝辞を頂戴いたしました。

　石戸　孟先生に乾杯の音頭をとっていただき懇親会となりました。

　恒例の餅つきには今年も県歯の先生方に参加していただき，津山支部の若手の先生たちも加わり，剛

腕を披露して下さいました。

　今年は鶴山ホテルのワインソムリエに協力してもらい，赤と白それぞれの高級ワインとリーズナブル

ワインを効き分ける企画も用意されており，見事，津山支部杉山重信先生が優勝されました。「ワイン

の事なら杉山先生」と津山支部ワインソムリエが決定しました。（日本酒ソムリエは皆木克朗先生と以

前お伝えしました）

　恒例の年男，年女のお祝いもあり大変和やかなうちに閉会となりました。

　遠方より多数来賓の先生方にご出席していただき，新年にふさわしい晴れ晴れとした楽しい会として

いただきましたこと感謝いたしますとともに御礼申し上げます。

（モニター　藤田元英）
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　玉島歯科医師会

「たましま歯と口の健康フェア」
　平成26年11月９日㈰ 玉島歯科医師会館で毎年恒例のブランチ

プロジェクト「たましま歯と口の健康フェア」が開催されました。

　今回で８回目の開催となりましたが，回を追うごとに地域の

方に周知され，今年は朝からあいにくの雨にもかかわらず多数

の来場者があり大盛況でした。

　フェアの内容は “虫歯検診” “歯周病検診” “口腔ガン検診” “口

臭チェック” “歯医者さん模擬治療体験” “石こう模型体験 ～ア

ンパンマンを作ろう～” でした。

　将来の歯医者さん候補のチビッ子たちが白衣を着て真剣にレ

ジン充填をしている姿を親御さん達が嬉しそうにカメラを構え

て写真に撮っていました。

　来年はさらに多くの方に来場していただけるように，そして

地域の方々の公衆衛生意識の向上に少しでもお役に立てるよう

に支部会員一致団結していこうと誓い，フェアを閉幕しました。

　（モニター　香西健司）

日曜・祝日の開館予定日
○ 開館予定　× 閉館予定

お知らせ

※行事等の都合により変更となる場合もあります。　※詳細については事務局にお問合せ下さい。

 1日㈰ 8日㈰ 15日（日） 21日（土・祝） 22日（日） 29日（日）
 × × × × × ○
      9：00～13：00

 1日㈰ 8日㈰ 11日（水・祝） 15日（日） 22日（日）
 × ○ × × ○
  13：00～18：00   10：00～16：00

2 月

3月
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「今年の抱負」
倉敷歯科医師会 　福岡　隆治

　「一年の計は元旦にあり」と申します。年も明け，一年の目標を立てられた先生も多いのではないでし

ょうか。しかしながら年初の誓いを全うするのは難しいものです。

　2014年長女が中学進学の年となり，私は「娘の手本となるかっこいい父親を目指す」という誓いを立

てました。

　まず自分の中学生時代を思い出し，「しっかり勉強せ～よ～」と言いつつ寝転んでTVを見る父親には

ならないと勉強用の本を購入。社会人になってからも勉強を続ける父親を見せて娘のやる気を起こさせ

ようとしたのも束の間，日々の残務に追われた結果，休日は診療所に出掛け，平日の帰宅も遅くなる始

末。勉強する姿をみせるどころか，「たまの休みにはゆっくりしたい」と寝転んでTVを見るという生活

に。勿論，娘の成績もそれなりに。

　もう一つ，年頃になってきた娘に「お父さんと一緒にいるところを友達にみられたくない」などと言

わすべからず，と今はやりの細マッチョ計画も密かに計画。しかしながら前述の日々の繰り返しから細

マッチョは実現せず。去年流行った「ワンダーコア」なる腹筋養成器具は年末大掃除という妻のイベン

トによってあっけなく片付けられてしまい，さらには下校中の長女と友達に「おかえり」と話しかける

も他人の振り。

　結局，私も娘も「まだ本気出していないだけ」と

いう似たもの親子の一年となりました。

　しかし，長女の中学生活はまだ始まったばかり，

娘達も日々成長しています。2015年もまだ始まった

ばかり，「かっこいい父親計画」も継続しなくてはな

りません。もちろんそれだけでなく仕事もきちんと

こなしていかねばなりません。「今年こそ本気出す

ぞ」と神に誓った2015年の始まりとなりました。

　また，この場をお借りしまして，なかなかお会いすることの少ない諸先生方へも日頃の感謝を申し上

げたいと存じます。これからもなお一層のご厚情を賜りますよう，よろしくお願いいたします。

次回は足立成弘先生（倉敷歯科医師会）をご紹介します。
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岡山県立岡山南支援学校における実習報告

　11月13日㈭，岡山県立岡山南支援学校において，本学院55期生（３年生）が口腔衛生教育実習を行い

ました。本実習は，支援学校の学習活動に参加することにより，生徒の日常生活行動を理解し，また対

象者に応じたコミュニケーションの取り方や発育段階及び障害のレベルに応じた支援を学び，口腔保健

管理を実施する基礎的能力を養うことを目的としています。

　実習に先立ち，9月11日㈭に事前講義が行われました。午前は学校や生徒たちの特徴について講義を

受け，午後は実習を担当する中学部のクラスで，給食の様子や食後のブラッシングを見学した後，授業

参観では授業の進め方を学びました。最後にクラス担任と授業指導案について打ち合わせをし，クラス

に合った指導目標と内容について決めました。

　実習当日，午前では，関野茂夫中学部教頭より

「生徒たちをよく見て，生徒それぞれのこだわりや

求められていることを理解して下さい。また，ブラ

ッシング指導では専門的なアドバイスを期待してい

ます」とのご挨拶の後，小学部，中学部，高等部計

24のクラスに分かれ，授業に参加しました。

　午後からは，５～７名のグループに別れ，中学部

の担当クラスへ移動し，食後の歯磨きを見学した

後，クイズや紙芝居やパペット等それぞれ工夫を凝らした教材を使って虫歯のでき方，おやつの取り

方，よく噛むことの大切さについて説明した後，染め出し棒を用いてプラークを染め出し，生徒一人一

人の口腔内の状態をチェック表に記入した後，めくり表を使いブラッシングの実地指導を行いました。

実地指導では今まで学んだ実習とは大きく異なり戸惑いがありましたが，先生方に協力していただきな

がら個々の生徒に適した指導をすることが出来ました。その後時間まで，歌やゲームを通じてより深く

触れ合うことが出来ました。

　閉講式では，グループごとに質問や反省そして感

想を述べ無事終了しました。

　今回の実習では，ほとんどの生徒たちが口腔内の

観察やブラッシングをさせてくれました。また一緒

に行動することで，知的障害者を理解し接し方を学

ぶことができ，大変有意義な実習となりました。

　川口洋二校長をはじめ，担任の先生に積極的かつ

熱心なご指導ご協力を賜り，大変充実した実習になり，先生方からも高い評価をいただきました。

（教務担当講師　後藤剛緒）
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12月末日現在　正会員数1,025名

◎番号の変更
　神野　　恵　正会員　岡山市　P14

　　［新］（自） TEL （086）201-1858

 FAX （086）201-1858

◎退会
　大前　博恵　正会員　津山市　P26

（Ｐ＝会員名簿のページ）

１．本　会

　　⑴ 診療報酬割会費（社保，国保11月診療の窓口分を含む総診療費　　を控除）

２．全国歯科医師国保組合

　　⑴ 収入割，均等割保険料調定額

　　⑵ 収入割保険料（平成25年支払いの窓口分を含む総診療費の　　×　　）

３．日本歯科医師会

　　⑴ 年金保険金（３月分）

　　⑵ 福祉共済保険金（３月分）

2.8
1000

6.5
1000

1
12

２月の収納金

故   奥　　信子　先生

　享年83才（平成27年１月４日ご逝去）

　津山市南町１-87-3

謹んで哀悼の意を表し，ご冥福をお祈り申し上げます
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２月・３月　本会の予定

２月１日 平成26年度歯科医療安全研修会・ＨＩＶ

医療講習会（岡山市民会館）

　　２日 編集委員会（集稿）

　　４日 厚生部共済事業部会　幹事会

　　５日 理事会

 平成26年度第２回岡山県へき地医療支

援会議

　　10日 厚生部共済事業部会　監査委員会

 厚生部共済事業部会　部会

　　12日 理事会

 編集委員会（初校）

 瀬戸内市歯科医師会「緩和ケア研修会」

　　14日 都道府県歯科医師会医療管理担当理事

連絡協議会及び歯科衛生士復職支援対

策連絡協議会

　　18日 日本学校歯科医会加盟団体長会議（日歯）

12月　会の動き

１日 編集委員会（集稿）

 地区歯科医師会社保講習会（倉敷）

２日 社保研修会

 公衆衛生部正・副委員長会

 Oniビジョンと面会

３日 地区歯科医師会社保講習会（吉備）

 岡山市歯科医師会忘年会

４日 理事会

 山陽新聞社と面会

 岡山産業保健総合支援センター運営協議会

 地区歯科医師会社保講習会（津山）

６日 医療管理部移動小委員会

 「九州」「中国・四国」地区歯科医師会役員連

絡協議会（高知）

 大阪歯科大学岡山県同窓会社保講習会，懇親

会

８日 岡山大学歯学部教授会忘年会

10日 公衆衛生部正・副委員長会

 地区歯科医師会社保講習会（瀬戸内市）

11日 理事会

 編集委員会（初校）

 地区歯科医師会社保講習会（勝英）

12日 岡山県国民医療推進協議会代表者打合会

13日 社保　審査・検討小委員会

 社保　検討委員会

 地区・本会連絡協議会

 本会・関連団体役員合同懇談会

14日 平成26年度訪問歯科研修会

15日 岡山県体育協会スポーツ医・科学委員会

16日 警察歯科医会小委員会

 県健康推進課と面会

 地区歯科医師会社保講習会（小田）

17日 学術部移動救急蘇生講習班会

18日 理事会

 編集委員会（二校）

19日 岡山女性歯科医の会理事会

 総務省　医療情報連携基盤実証部会

20日 都窪歯科医師会忘年会兼健康フェア慰労会

22日 学術部正・副委員長会

 地域医療構想策定準備会

24日 医療管理部正・副委員長会

 「家族の絆」小委員会

 中国地方社会保険医療協議会岡山部会

25日 移動理事会

 編集委員会（終校）
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２月・３月　地区歯科医師会の予定

２月５日 岡山市　三役会

 津　山　定例会

　　６日 児　島　理事会

　　７日 児　島　学術講習会

　　10日 岡山市　理事会

 新　見　理事会

　　12日 玉　島　理事会

　　15日 浅　口　ブランチ「里庄健康祭り」「家

族の絆プロジェクト」（里庄町健康福

祉センター）

　　18日 玉野市　理事会

 真　庭　理事会

　　19日 勝　英　定例会

　　20日 倉　敷　理事会

　　21日 和　気　理事会

　　22日 岡山市　「第205回学術放談会」

　　24日 津　山　理事会

　　27日 岡山市　理事会

　　28日 新　見　総会

３月１日 倉　敷　「介護保険セミナー」

 倉敷・児島・玉島・都窪　「家族の絆プ

ロジェクト」（くらしき健康福祉プラザ）

 津　山　「ふるさと探訪」

　　５日 岡山市　三役会

 津　山　定例会・臨時総会

　　６日 児　島　理事会

 都　窪　「家族の絆プロジェクト」

 　　　　（早島町ゆるびの舎）

　　８日 岡山市　「家族の絆プロジェクト」

 　　　　（天満屋岡山店）

 御　津　「家族の絆プロジェクト」

 　　　　（イズミヤ津髙店）

 津　山　「家族の絆プロジェクト」

 　　　　（津山歯科医療センター）

 和　気　「家族の絆プロジェクト」

 　　　　（備前市保健センター）

 吉　備　「食と環境　復興フェア」

 　　　　（高松公民館）

　　19日 編集委員会（二校）

 中規模県歯科医師会連合会

　　20日 第119回都道府県会長会議（日歯）

　　25日 医療管理部正・副委員長会

 編集委員会（終校）

 第２回がん診療医科歯科連携推進協議会

　　26日 理事会

　　28日 本会監事会

 予算決算特別委員会

３月２日 編集委員会（集稿）

　　５日 理事会

　　12日 編集委員会（初校）

 第177回日本歯科医師会臨時代議員会

（～ 13日）

　　13日 岡山県糖尿病医療連携体制検討会議及

び岡山県生活習慣病対策推進会議糖尿

病対策専門部会

　　19日 理事会

 編集委員会（二校）

　　24日 第86回日本学校歯科医会総会（日歯）

　　25日 医療管理部正・副委員長会

 編集委員会（終校）

　　26日 理事会

　　29日 第169回臨時代議員会
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　　「ヌードルメーカー」

哲也　　　2015年正月休み明けに，以前から気になっていた “ヌードルメーカー” を購入した。「今

年こそ大学卒業時の体重に！」と１年の計を立てたばかりなのに…。

　時を同じくして，年明けから某ファーストフードの異物混入が相次いで話題になり，ビニール

片，プラスチック片，スポンジ，鉄くず，なんと人の歯？まで，出るわ出るわ。その他のメーカー

にも波紋が広がり，収拾がつかない状態になっている。低コスト，低価格競争や大量生産の結果

か？はたまた，消費者との認識のズレか？完全な混入ゼロが難しいことは理解できるが，食の「安

全・安心」はどうなっていくのか？（我々の仕事も他人事ではないが…）

　「安全・安心」が心配でという訳でもないが，今回購入したヌードルメーカーなるものは，自分

で粉から生麺をつくる事が出来る。「本格生麺が３ステップで簡単に約10分で」が売り文句で，め

んどくさがりの私にはとても魅力的で心にグッときた。慣れれば10分とまではいかないが，割と簡

単にモチモチの食感が楽しめる。

　サイズが少し大きいのが玉に瑕だが，今のところキッチンの置物になりそうな気配はない。家族

の鋭い視線を気にしつつ，次は “お茶プレッソ” を狙っている。

谷
本

 小　田　「家族の絆プロジェクト」

 　　　　（矢掛町健康管理センター）

 高　梁　「家族の絆プロジェクト」

 　　　　（高梁総合福祉センター）

 新　見　「家族の絆プロジェクト」

 　　　　（まなび広場にいみ）

 勝　英　「家族の絆プロジェクト」

 　　　　（美作市市民センター）

　　10日 新　見　理事会

　　11日 玉野市　理事会

 瀬戸内市「家族の絆プロジェクト」

 　　　　（ゆめとぴあ長船）

　　12日 玉　島　理事会

 赤　磐　「家族の絆プロジェクト」

 　　　　（赤磐市山陽保健センター）

　　13日 岡山市　理事会

　　15日 吉　備　「家族の絆プロジェクト」

 　　　　（総社カルチャーセンター）

 浅　口　「家族の絆プロジェクト」

 　　　　（金光保健センター）

 笠岡市　「家族の絆プロジェクト」

 　　　　（笠岡歯科技工専門学院）

 井　原　「家族の絆プロジェクト」

 　　　　（井原保健センター）

　　16日 児　島　総会

　　18日 真　庭　例会・臨時総会

　　21日 岡山市　岡山歯科技工専門学院卒業式

　　25日 岡　山　第５回臨時代議員会

 津　山　理事会

　　26日 赤　磐　総会

　　27日 岡　山　理事会

 倉　敷　理事会

 玉　島　臨時総会



㈲ 飯  田  歯  科  商  店  ㈲ イ　ワ　サ　キ　歯　材

合 オ 　   プ  　  テ   　 ィ  ㈲ 吉  川  歯  科  商  店

ク   　 ロ 　   ズ 　   ミ ㈲ 三  和  歯  科  材  料

㈲ 志　茂　歯　科　材　料　店  ㈲ 鈴  木  歯  科  商  店

㈱ 東美屋歯科商店   岡 山 店 ナカヤマデンタルオフィス

㈱ マルミ歯科商店   岡山支店 ㈱  三  宅  歯  科  商  店

三 宅 歯 科 商 店   東  　店 守 　 屋 　 歯 　 科 　 商 　 店

㈱ リ　ン　ケ　ー　ジ　藤　波  
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